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「東中愛」             校長 松村 哲延 
 皆さん初めまして。この４月１日付の人事異動で栄進中より転入し、前任者の峯校長先生よ

り引継ぎを受け、この伝統ある越谷市立東中学校の２０代目の校長となりました、 松村 哲延

（まつむら てつのぶ）と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私は、今から１０年前まで、平成１６年度から２２年度までの間、７年間、この東中に国語科

の教員として、そして剣道部の顧問として勤務させていただいておりました。１０年前の東中学

校は自分にとってはとても愛すべき場所でした。子どもたちは本当にかわいくて、仲間の先生も

良い人たちばかりで、さらに地域の方々からもとても温かく、力強く支えていただき、自分にと

っては のように愛おしいかけがえのない素晴らしい学校でした。１０年前の平成

２３年の３月（東日本大震災のあった時です。）に東中から去ることになった時には本当に悲し

くて寂しかったことを昨日のことのように覚えています。１０年経った東中はどうなっていたか

…。東中学校はその頃と変わらず、むしろもっと良い、素晴らしい学校になっていると、強く感

じています。着任してまだ１週間しか経っていない今なので、全てが分かっているわけではあり

ません。しかし、すでに自分にとっては再び になっています。 

 まずは、教職員が良い。自分の所属職員を褒めるというのもどうなのかとも言われそうですが、

正直に良いと感じています。教職員の集団に、温かく和やかな空気感があり笑顔と明るい笑い声

が職員室には響いている。新しく入ってきた仲間の先生方にも実に親切。子どもたちのことを大

切に考えていることがダイレクトに伝わってくる会話も聞こえてくる。私の３５年の経験上、学

校においては、明るく仲の良い職員集団は間違いなく優れた職員集団です。 

 校舎は古い。しかし、校舎の内外が清められ、磨かれ、整えられている。床は吹き上げられて

輝きさえ放っている。子どもたちが常に一生懸命に掃除をしてくれていることが容易に想像つき

ます。廊下の掲示物も工夫があり美しいものばかりです。作成してくれた教員の思いを感じます 

そして、何よりも子どもたちが良い！先日準備登校で、２，３年生の集団と初めて会ったのです

が、集合の様子も素晴らしく話を聞く態度も立派で、かといって固く縮こまっているわけではな

く、面白いことがあればわきまえをもって笑い、あいさつをすれば当たり前のように返してくる。

反応が自然にある。実に質の高い集団です。それ以外の場面でも、まだ、どこの誰だか知らない

おじさん（私です。）が「おはよう。」とあいさつすると「おはようございます。」と、こちら

の目を見て、しかも笑顔で返してくれる。職員玄関から入ってくる子ども達は脱いだ靴をきちん

とそろえて、つま先を外に向けて並べ直す。素晴らしい習慣が、それもほとんどの子どもたちに

着いている。ご家庭でのしつけの確かさを強く感じます。東中学校の職員ＯＢとしても嬉しいし、

校長としても本当に素晴らしい学校に来ることができたと感謝するとともに責任も感じていま

す。 

 さて、令和３年度が幕開けしました。 

 今回の始業式及び入学式では大きく２つのことを子どもたちに伝えました。 

 一つはこれからもしばらくの間、続くであろうコロナとの戦いに「絶対に勝つ。」ということ。

それは ということ。そのために、感染リス

ク対策については行うべきことをやり切って欲しいということとともに、必要に応じ、学校での



対策も変えていく可能性もあるということを伝えました。 

 もう一つは「学校に来る目的」についてです。学校に通う、最大の目的は

です。現在はもちろん将来に渡って幸せに生きていけるようにするために、この東中学校に通う

のだということ。そのことを全員で共有しようというお話をさせていただきました。それは教育

の目的そのものの内容です。私たち東中学校の全教職員３８名は、子どもたちの幸せのために、

心ひとつに と のスピリッツをもって今年度も全力で頑張ってまいります。   

 保護者、地域の皆さまにおかれましては、東中学校の教育活動に対して、変わりなく深いご理

解と温かいご支援を賜りますようにお願いいたします。 
 
  
 

 
 


